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視野全体に投影された視覚刺激の動きは,追従
眼球巡効を誘発することが知られている｡運動制
御の例として､追従眼球運動を取り上げた｡サッ
ケ-ド迎勤 (急速眼球運動)終了直後と､終了後
しばらくした時では.全く同し視覚刺激を用いて
も吉秀発される追従眼球運動のゲインが只なること
に注目し､このニューロンレベルでの機川を調べ
た｡全く同じ視覚刺激に対して兄なる眼球迅動を
行っているサルのMST野からニューロン活動を記
録し.その時の眼球迅勤とともに解析を行った｡
MST聖和1'感覚惜手技をコードしているのなら､眼球
n!動が先なっても､与えられた視覚刺激が同じな
らは.発火パターンは変化しないはずである｡し
かし,MSTP予が運動情報に近いものをコードして
いるのなら､眼球運動と同様の変化を示すことに
なる｡ニューロン活動を記録し､郎析した結果､
ランダム･ドット像を一定速度で動かし始めてか
ら約100ミリ秒間の眼球速度およびニューロン
の発火パターンに同様の変化が発見された｡サッ
ケ-ドから視覚刺激までの時間が長くなればなる
粒､MST野のニューロン活動も.眼球速度と同様
に,減少したのである｡この結果から､網膜上の
外非の像の突然の動きによって生じる追従眼球運
動のゲインは.既に大脳皮質MST野のニュ-ロン
の発火パターンの時点で影㌍されている可能性が
あることが示唆された｡
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の研究 花油nJ]俊 (生理研)
色や明るさの変化がある程度規則的に繰
り返される場合､我々はそれをテクスチャー
として知覚する｡たとえば､木の幹やAlの衣
面は特有のテクスチャーを持っている｡同じ
木の幹でも細部まで全く同一ではないが､そ
れらが同じテクスチャーとして知覚されるこ
とにより､物体の分類や同定が可能となって
いる｡このようなことから､月削ま何らかの統
計的な指標を用いてテクスチャーの特徴抽出
を行っていると考えられるが､そのメカニズ
ムは明らかになっていない｡木研究では､マ
カクザルV4野がテクスチャーの特徴抽出に
関与しているか否かを調べた｡注視牧田遂行
中のサルに祝党刺激を提示し､V4野から金
属微小屯極を用い岬-神経細胞の視覚応答を
記録した｡祝党刺激は微小な凹凸からなるテ
クスチャーを陰影によって摸したものである｡
様々な構成要素の大きさ､密度､明暗 (陰影)
の方向を持つ刺激を提示した｡V4野の神経
細胞は､構成要素の大きさ､密度に選択性を
示した｡その中には､特定の明暗方向に強く
応答し､その逆方向に応答しないものがあっ
た｡またテクスチャー刺激に応答し､正弦波
格子に応答しない細胞が見られた｡これらの
応答特性は､Itl_純な空間周波数選択性では脱
明できないことから､V4野は構成安蘇の密
度や大きさといった､テクスチャーの特徴抽
出に_qf_要な召描ILを果たしていると考えられる｡
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